
(57)【要約】

　【課題】

　改ざん防止機能とリキャップ性の両方を備える新規な

プラスチック容器を提供すること。

　【解決手段】

　本発明では、上方に開口し、開口部にフランジ部を有

する容器本体Ａと、容器本体Ａを閉じる蓋Ｂとを備える

プラスチック容器であって、容器本体Ａは、フランジ部

Ａ２に延設する凹溝１と、フランジ部Ａ２の所定位置に

形成する折り曲げ部位とを備え、蓋Ｂは、容器本体の凹

溝１に定着する周端部３と、周端部３と連続し、容器本

体Ａの凹溝１の内側壁１１と嵌合する第一嵌合壁４と、

を備えるプラスチック容器を提供する。また、上記構成

に加えて、蓋Ｂが、第一嵌合壁４の内側の所定位置に、

容器本体Ａ開口部Ａ１の内壁面Ａ１１と嵌合する第二嵌

合壁５を備える構成のプラスチック容器を提供する。こ

のプラスチック容器は、不正開封や改ざんを外観から容

易に判別でき、かつ、リキャップできる。

　【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 上 方 に 開 口 し 、 開 口 部 に フ ラ ン ジ 部 を 有 す る 容 器 本 体 と 、 前 記 容 器 本 体 を 閉 じ る 蓋 と を
備 え る プ ラ ス チ ッ ク 容 器 で あ っ て 、
　 前 記 容 器 本 体 は 、 前 記 フ ラ ン ジ 部 に 延 設 す る 凹 溝 と 、 前 記 フ ラ ン ジ 部 の 所 定 位 置 に 形 成
す る 折 り 曲 げ 部 位 と を 備 え 、
　 前 記 蓋 は 、 前 記 容 器 本 体 の 前 記 凹 溝 に 定 着 す る 周 端 部 と 、 前 記 周 端 部 と 連 続 し 、 前 記 容
器 本 体 の 前 記 凹 溝 の 内 側 壁 と 嵌 合 す る 第 一 嵌 合 壁 と 、 を 備 え る プ ラ ス チ ッ ク 容 器 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 蓋 は 、 前 記 第 一 嵌 合 壁 よ り も 内 側 の 所 定 位 置 に 、 前 記 容 器 本 体 開 口 部 の 内 壁 面 と 嵌
合 す る 第 二 嵌 合 壁 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の プ ラ ス チ ッ ク 容 器 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 折 り 曲 げ 部 位 に 、 ミ シ ン 目 又 は 切 り 欠 き を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は
請 求 項 ２ 記 載 の プ ラ ス チ ッ ク 容 器 。
【 請 求 項 ４ 】
　 容 器 本 体 の 凹 溝 の 内 側 壁 又 は 容 器 本 体 開 口 部 の 内 壁 面 、 若 し く は 蓋 の 第 一 嵌 合 壁 又 は 第
二 嵌 合 壁 の い ず れ か 又 は 複 数 に 、 一 つ 又 は 複 数 の 凸 部 を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ か ら 請 求 項 ３ の い ず れ か 一 項 記 載 の プ ラ ス チ ッ ク 容 器 。
 
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 不 正 開 封 や 改 ざ ん を 外 観 か ら 識 別 で き 、 か つ 、 リ キ ャ ッ プ 性 を 備 え る プ ラ ス
チ ッ ク 容 器 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 食 品 業 界 な ど を 中 心 に 、 プ ラ ス チ ッ ク 容 器 の 中 に 内 容 物 を 収 容 し 、 商 品 と し て 販 売 す る
形 態 が 広 く 普 及 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 プ ラ ス チ ッ ク 容 器 を 用 い た 商 品 の 場 合 、 改 ざ ん を 防 止 す る 必 要 が あ る 。 例 え ば 、 流 通 段
階 や 店 頭 陳 列 段 階 な ど に お い て 、 不 正 開 封 後 （ 又 は 、 不 正 開 封 し 、 内 容 物 を 改 ざ ん し た 後
） 、 そ の 容 器 に 再 び 蓋 を し た 場 合 、 蓋 を 開 け た こ と を 識 別 で き る よ う に 、 予 め 、 プ ラ ス チ
ッ ク 容 器 を 設 計 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 一 方 、 消 費 者 の 間 で は 、 容 器 の リ キ ャ ッ プ 性 に 対 す る ニ ー ズ も 高 い 。 例 え ば 、 内 容 物 の
一 部 を 利 用 し 、 残 り を 保 存 し た い 場 合 、 そ の 容 器 に 再 度 蓋 を し て 保 存 で き る ほ う が 、 利 便
性 が 高 い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 容 器 の 改 ざ ん 防 止 に 関 し て 、 例 え ば 、 以 下 の 文 献 が 開 示 さ れ て い る 。 特 許 文 献 １ に は 、
ヒ ー ト シ ー ル を 用 い て 改 ざ ん を 防 止 す る 冷 菓 用 容 器 が 記 載 さ れ て い る 。 特 許 文 献 ２ に は 、
シ ュ リ ン ク シ ー ル を 用 い た 改 ざ ん 防 止 手 段 が 記 載 さ れ て い る 。 特 許 文 献 ３ に は 、 蓋 を 開 け
る 際 に 、 係 止 片 が 破 断 さ せ る こ と に よ り 、 不 正 開 封 を 防 止 す る 密 閉 容 器 が 記 載 さ れ て い る
。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ２ ２ １ ０ ５ ５ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ２ ３ １ ５ ３ ９ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ２ ５ ２ ３ ５ ８ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 一 般 的 に 、 改 ざ ん 防 止 機 能 と リ キ ャ ッ プ 性 の 両 方 を 備 え る 容 器 を 設 計 す る こ と は 難 し い
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。 例 え ば 、 蓋 を 開 け た 際 に 、 容 器 の 一 部 分 が 破 断 す る 構 成 に し た 場 合 、 破 断 部 位 を 確 認 す
る こ と に よ り 不 正 開 封 や 改 ざ ん を 容 易 に 判 別 で き る が 、 容 器 の 一 部 分 を 破 断 さ せ た こ と に
よ り リ キ ャ ッ プ 性 が 損 な わ れ や す い 。 一 方 、 リ キ ャ ッ プ 性 に 重 点 を 置 い て 容 器 を 設 計 す る
と 、 不 正 に 蓋 を 開 け た 後 、 蓋 を 閉 め る こ と が で き る の で 、 不 正 開 封 や 改 ざ ん の 判 別 が 難 し
く な る 場 合 が 多 い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 事 項 を 勘 案 し つ つ 、 改 ざ ん 防 止 機 能 と リ キ ャ ッ プ 性 の 両 方 を 備 え る 新 規
な プ ラ ス チ ッ ク 容 器 を 提 供 す る こ と を 主 な 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 で は 、 上 方 に 開 口 し 、 開 口 部 に フ ラ ン ジ 部 を 有 す る 容 器 本 体 と 、 前 記 容 器 本 体 を
閉 じ る 蓋 と を 備 え る プ ラ ス チ ッ ク 容 器 で あ っ て 、 容 器 本 体 は 、 フ ラ ン ジ 部 に 延 設 す る 凹 溝
と 、 フ ラ ン ジ 部 の 所 定 位 置 に 形 成 す る 折 り 曲 げ 部 位 と を 備 え 、 蓋 は 、 容 器 本 体 の 凹 溝 に 定
着 す る 周 端 部 と 、 前 記 周 端 部 と 連 続 し 、 容 器 本 体 の 凹 溝 の 内 側 壁 と 嵌 合 す る 第 一 嵌 合 壁 と
、 を 備 え る プ ラ ス チ ッ ク 容 器 を 提 供 す る 。
　 ま た 、 上 記 構 成 に 加 え て 、 前 記 蓋 が 、 前 記 第 一 嵌 合 壁 の 内 側 の 所 定 位 置 に 、 容 器 本 体 開
口 部 の 内 壁 面 と 嵌 合 す る 第 二 嵌 合 壁 を 備 え る 構 成 の プ ラ ス チ ッ ク 容 器 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の 容 器 で は 、 容 器 本 体 の 凹 溝 の 内 側 壁 と 、 蓋 の 第 一 嵌 合 壁 と を 嵌 合 す る こ と に よ り 、
蓋 を 閉 じ る 。 ま た 、 そ の 部 分 に 加 え て 、 容 器 本 体 開 口 部 の 内 壁 面 と 、 蓋 の 第 二 嵌 合 壁 と で
も 嵌 合 す る こ と に よ り 、 よ り 強 固 に 蓋 を 閉 じ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 容 器 本 体 の 凹 溝 の 外 側 壁 は 、 蓋 を 開 け に く く す る 機 能 を 持 つ 。 こ の 容 器 で は 、 蓋 を 閉 じ
た 際 、 蓋 の 周 端 部 が 、 容 器 本 体 の 凹 溝 に 定 着 す る 。 そ の た め 、 容 器 本 体 の 凹 溝 の 外 側 壁 は
、 蓋 の 周 端 縁 と 接 近 し 、 蓋 を 開 け よ う と し て も 、 蓋 の 周 端 部 と 容 器 本 体 と の 間 に 指 先 な ど
を 差 し 込 む こ と は 難 し く 、 蓋 を 容 易 に 開 け る こ と が で き な い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 折 り 曲 げ 部 位 は 、 蓋 を 開 け る 際 に 用 い る 部 位 で 、 不 正 開 封 を 外 観 か ら 判 別 で き る よ う に
す る 機 能 を 持 つ 。 前 記 の 通 り 、 そ の ま ま で は 、 蓋 を 容 易 に 開 け る こ と が で き な い の で 、 蓋
を 開 け る 際 に 、 折 り 曲 げ 部 位 に 切 れ 目 を 入 れ 、 折 り 曲 げ 部 位 を 押 し 下 げ 、 蓋 の 周 端 部 と 容
器 本 体 と の 間 に 指 先 な ど を 差 し 込 め る 状 態 に し 、 蓋 を 開 け る 。 ま た 、 蓋 を 開 け る 際 に 、 折
り 曲 げ 部 位 に 切 れ 目 を 入 れ る た め 、 開 封 し た か ど う か を 、 外 観 か ら 容 易 に 判 別 で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に 係 る プ ラ ス チ ッ ク 容 器 は 、 蓋 を 開 け る 際 に 、 容 器 本 体 と 蓋 と の 嵌 合 部 分 を 破 断
し な い た め 、 蓋 を 開 け た 後 、 再 度 蓋 を 閉 め る こ と が で き る 。 即 ち 、 リ キ ャ ッ プ 性 を 備 え る
。
　 ま た 、 折 り 曲 げ 部 位 の 切 れ 目 を 確 認 す る こ と に よ り 、 外 観 か ら 容 易 に 、 開 封 の 有 無 を 判
別 で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 に 係 る プ ラ ス チ ッ ク 容 器 は 、 不 正 開 封 や 改 ざ ん を 外 観 か ら 容 易 に 判 別 で き 、 か つ
、 リ キ ャ ッ プ で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 以 下 、 本 発 明 を 実 施 す る た め の 好 適 な 形 態 に つ い て 、 添 付 図 面 を 参 照 に し な が ら 説 明 す
る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 １ は 本 発 明 に 係 る プ ラ ス チ ッ ク 容 器 の 断 面 模 式 図 、 図 ２ は 同 外 観 斜 視 模 式 図 、 図 ３ は
本 発 明 に 係 る 容 器 本 体 の 上 方 視 模 式 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
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　 図 １ か ら 図 ３ に 示 す プ ラ ス チ ッ ク 容 器 は 、 上 方 に 開 口 す る 容 器 本 体 Ａ と 、 容 器 本 体 Ａ を
閉 じ る 蓋 Ｂ と を 備 え 、 容 器 本 体 Ａ は 、 開 口 部 Ａ １ に フ ラ ン ジ 部 Ａ ２ を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 な お 、 図 ２ 及 び 図 ３ で は 、 容 器 を 上 方 視 略 円 形 に 形 成 し て い る が 、 本 発 明 は 、 こ れ に 限
定 さ れ な い 。 即 ち 、 本 発 明 は 、 例 え ば 、 上 方 視 略 距 形 状 、 上 方 視 多 角 形 状 な ど の 容 器 に 適
用 可 能 で あ り 、 ま た 、 例 え ば 、 容 器 本 体 Ａ の 側 壁 部 Ａ ３ 又 は 底 部 Ａ ４ 、 若 し く は 蓋 Ｂ の 天
板 部 Ｂ １ の 形 状 を 変 更 す る こ と に よ り 、 ソ フ ト ク リ ー ム ア イ ス 用 の 容 器 な ど に も 適 用 可 能
で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 容 器 本 体 Ａ は 、 フ ラ ン ジ 部 Ａ ２ に 延 設 す る 凹 溝 １ と 、 Ａ ２ フ ラ ン ジ 部 の 所 定 位 置 に 形 成
す る 折 り 曲 げ 部 位 ２ （ 図 ２ 、 図 ３ 参 照 ） と を 備 え る 。
　 一 方 、 蓋 Ｂ は 、 容 器 本 体 Ａ の 凹 溝 １ に 定 着 す る 周 端 部 ３ と 、 周 端 部 ３ と 連 続 し 、 容 器 本
体 Ａ の 凹 溝 １ の 内 側 壁 １ １ と 嵌 合 す る 第 一 嵌 合 壁 ４ と 、 第 一 嵌 合 壁 ４ よ り も 内 側 に 位 置 し
、 容 器 本 体 Ａ 開 口 部 Ａ １ の 内 壁 面 Ａ １ １ と 嵌 合 す る 第 二 嵌 合 壁 ５ を 備 え る 。
　 な お 、 前 記 各 図 で は 、 蓋 Ｂ を 落 し 蓋 の よ う な 形 状 に し 、 第 二 嵌 合 壁 ５ を 備 え る 構 成 に し
て い る が 、 本 発 明 は そ の よ う な 場 合 に 狭 く 限 定 さ れ な い 。 即 ち 、 少 な く と も 第 一 嵌 合 壁 ４
を 備 え て い れ ば 、 容 器 本 体 Ａ と 蓋 Ｂ と の 嵌 合 は 可 能 で あ り 、 本 発 明 は 、 第 一 嵌 合 壁 ４ の み
を 備 え る 構 成 の 場 合 も 包 含 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 凹 溝 １ は 、 フ ラ ン ジ 部 Ａ ２ の 外 周 縁 Ａ ２ １ に 沿 っ て 下 方 に 突 出 さ せ 、 断 面 略 凹 形 に 形 成
す る 。 凹 溝 １ に は 、 蓋 Ｂ を 閉 じ る （ 矢 印 Ｘ １ ） 際 、 蓋 Ｂ の 周 端 部 ３ が 定 着 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 凹 溝 １ の 内 側 壁 １ １ は 、 蓋 Ｂ の 第 一 嵌 合 壁 ４ と 嵌 合 し 、 蓋 Ｂ を 閉 じ る 機 能 を 持 つ 。 容 器
本 体 Ａ の 凹 溝 １ の 内 側 壁 １ １ と 蓋 Ｂ の 第 一 嵌 合 壁 ４ は 、 蓋 Ｂ の 開 閉 の 際 に も 、 破 断 せ ず 、
そ の 形 状 を 保 持 す る た め 、 リ キ ャ ッ プ 可 能 で あ る 。
　 ま た 、 前 記 各 図 の 場 合 、 凹 溝 １ の 内 側 壁 １ １ に 加 え て 、 容 器 本 体 Ａ 開 口 部 Ａ １ の 内 壁 面
Ａ １ １ で も 、 蓋 Ｂ （ の 第 二 嵌 合 壁 ５ ） と 嵌 合 す る た め （ 二 箇 所 で 内 外 か ら 嵌 合 す る た め ）
、 嵌 合 を 強 固 に で き る 。
　 そ の 他 、 容 器 本 体 Ａ の 凹 溝 １ の 内 側 壁 １ １ 、 容 器 本 体 Ａ 開 口 部 Ａ １ の 内 壁 面 Ａ １ １ 、 蓋
Ｂ の 第 一 嵌 合 壁 ４ 、 蓋 Ｂ の 第 二 嵌 合 壁 ５ 、 の い ず れ か 又 は 複 数 に 、 一 つ 又 は 複 数 の 凸 部 （
例 え ば 、 図 ３ の 符 号 １ ３ 、 図 １ の 符 号 ４ １ な ど 参 照 ） 、 を 形 成 し て も よ い 。 こ れ に よ り 、
蓋 Ｂ を よ り 外 れ に く く で き 、 嵌 合 を よ り 強 固 に で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 容 器 本 体 Ａ の 凹 溝 １ の 内 側 壁 １ １ と 、 容 器 本 体 Ａ 開 口 部 Ａ １ の 内 壁 面 Ａ １ １ と の 間 に 挟
ま れ た 凸 状 部 ６ は 、 蓋 Ｂ を 閉 じ る 際 に 、 蓋 Ｂ の 第 一 嵌 合 壁 ４ と 第 二 嵌 合 壁 ５ と の 間 に 挟 ま
れ た 空 間 ７ に 嵌 め 込 む 。 な お 、 本 発 明 に 係 る プ ラ ス チ ッ ク 容 器 は 、 図 ２ 及 び 図 ３ に 示 す よ
う に 、 凸 状 部 ６ に 所 定 の 切 込 み 部 分 ６ １ を 設 け る 構 成 に し て も よ い 。 こ れ に よ り 、 容 器 内
と 外 と の 間 の 空 気 の 移 動 が 可 能 に な り 、 蓋 Ｂ の 開 閉 が 容 易 に な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 凹 溝 １ の 外 側 壁 １ ２ は 、 前 記 の 通 り 、 蓋 Ｂ を 開 け に く く す る 機 能 を 持 つ 。 蓋 Ｂ を 閉 じ た
際 、 蓋 Ｂ の 周 端 部 ３ は 、 容 器 本 体 Ａ の 凹 溝 １ に 定 着 し た 状 態 に な る 。 そ し て 、 蓋 Ｂ を 閉 じ
た 状 態 の 場 合 、 凹 溝 １ の 外 側 壁 １ ２ と 蓋 Ｂ の 周 端 部 ３ と が 接 近 し て い る た め 、 蓋 Ｂ を 開 け
よ う と し て も 、 蓋 Ｂ の 外 周 端 Ｂ １ と 容 器 本 体 Ａ の フ ラ ン ジ 部 Ａ ２ 上 面 と の 間 に 指 先 な ど を
差 し 込 む こ と は 難 し く 、 蓋 Ｂ を 容 易 に 開 け る こ と が で き な い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 凹 溝 １ の 外 側 壁 １ ２ は 、 蓋 Ｂ を 閉 め る 際 の ガ イ ド と し て の 機 能 も 持 つ 。 例 え ば 、
プ ラ ス チ ッ ク 容 器 の 中 に 内 容 物 を 収 容 し た 商 品 を 製 造 す る 場 合 、 容 器 本 体 Ａ と 蓋 Ｂ と を 連
続 的 に 嵌 合 す る 必 要 が あ る 。 そ の 際 、 凹 溝 １ の 外 側 壁 １ ２ が 蓋 Ｂ を 嵌 合 位 置 に 導 く た め 、
商 品 製 造 時 な ど に 、 連 続 的 に 嵌 合 で き 、 か つ 、 嵌 合 ミ ス の 頻 度 を 抑 制 で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
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　 折 り 曲 げ 部 位 ２ は 、 蓋 Ｂ を 開 け る 際 に 用 い る 部 位 で 、 不 正 開 封 を 外 観 か ら 判 別 で き る よ
う に す る 機 能 を 持 つ 。
　 前 記 の 通 り 、 こ の プ ラ ス チ ッ ク 容 器 は 、 そ の ま ま で は 、 蓋 Ｂ を 容 易 に 開 け る こ と が で き
な い よ う に 構 成 し て い る 。 そ こ で 、 蓋 Ｂ を 開 け る 際 、 折 り 曲 げ 部 位 ２ に 切 れ 目 を 入 れ 、 折
り 曲 げ 部 位 ２ を 押 し 下 げ 、 蓋 Ｂ の 周 端 部 ３ と 容 器 本 体 Ａ の フ ラ ン ジ 部 Ａ ２ と の 間 に 指 先 な
ど を 差 し 込 め る 状 態 に し 、 蓋 Ｂ を 開 け る （ 詳 細 は 後 述 す る ） 。 ま た 、 蓋 Ｂ を 開 け る 際 、 折
り 曲 げ 部 位 ２ に 切 れ 目 を 入 れ る こ と に よ り 折 り 曲 げ 部 位 ２ が 破 断 し 、 折 り 曲 げ 部 位 ２ を 、
切 れ 目 を 入 れ る 前 の 状 態 に 戻 す こ と が で き な い た め 、 開 封 し た か ど う か を 、 外 観 か ら 容 易
に 判 別 で き る 。
　 折 り 曲 げ 部 位 ２ に は 、 予 め 、 ミ シ ン 目 （ 符 号 ２ １ ） 又 は 切 り 欠 き （ 図 示 せ ず ） を 形 成 し
て も よ い 。 こ れ に よ り 、 蓋 を 開 け る 際 に 、 折 り 曲 げ 部 位 ２ に 容 易 に 切 れ 目 を 入 れ る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 な お 、 本 発 明 に 係 る プ ラ ス チ ッ ク 容 器 の 材 質 は 、 特 に 限 定 さ れ な い が 、 外 力 に よ り 撓 み
変 形 可 能 な 可 撓 性 部 材 、 例 え ば 、 ポ リ ス チ レ ン （ Ｐ Ｓ ） 、 ポ リ エ チ レ ン （ Ｐ Ｅ ） 、 ポ リ プ
ロ ピ レ ン （ Ｐ Ｐ ） 、 塩 化 ビ ニ ル （ Ｐ Ｖ Ｃ ） 、 ポ リ エ チ レ ン テ フ タ レ ー ト （ Ｐ Ｅ Ｔ ） な ど の
合 成 樹 脂 が 好 適 で あ る 。 ま た 、 透 明 ・ 不 透 明 の い ず れ で も よ く 、 例 え ば 、 色 の つ い た 合 成
樹 脂 を 用 い て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 そ の 他 、 本 発 明 に 係 る プ ラ ス チ ッ ク 容 器 に は 、 次 の よ う な 有 利 性 が あ る 。
（ １ ） こ の プ ラ ス チ ッ ク 容 器 は 、 シ ュ リ ン ク フ ィ ル ム や ヒ ー ト シ ー ル な ど を 用 い て い な い
た め 、 製 品 の 包 装 工 程 な ど に お い て 、 容 器 に 熱 を 加 え る 必 要 が な い 。 従 っ て 、 例 え ば 、 冷
菓 な ど 、 冷 温 条 件 下 で 流 通 す る 食 品 な ど に も 適 用 し や す い 。
（ ２ ） こ の プ ラ ス チ ッ ク 容 器 を 構 成 す る 部 材 は 、 容 器 本 体 と 蓋 の み で あ り 、 構 造 も 比 較 的
シ ン プ ル で あ る 。 従 っ て 、 こ の プ ラ ス チ ッ ク 容 器 は 、 少 な い 工 程 で 、 安 価 に 、 大 量 に 生 産
で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 続 い て 、 図 ４ は 、 折 り 曲 げ 部 位 ２ を 押 し 下 げ 、 蓋 Ｂ を 開 く 過 程 を 示 す 模 式 図 で あ る 。 な
お 、 図 ４ の 各 図 は 、 図 ３ の Ｉ － Ｉ 断 面 を 模 式 的 に 示 し た 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 発 明 に 係 る プ ラ ス チ ッ ク 容 器 （ 図 ４ （ Ａ ） 参 照 ） の 蓋 Ｂ を 開 く 際 に は 、 ま ず 、 折 り 曲
げ 部 位 ２ （ 図 ３ 参 照 ） に 切 れ 目 を 入 れ た 後 、 折 り 曲 げ 部 位 ２ を 押 し 下 げ る （ 図 ４ （ Ｂ ） 矢
印 Ｘ ２ 参 照 ） 。 こ れ に よ り 、 蓋 Ｂ の 周 端 部 ３ が 露 出 し 、 蓋 Ｂ の 周 端 部 ３ と 容 器 本 体 Ａ の と
の 間 に 指 先 な ど を 差 し 込 め る 状 態 に な る 。 そ こ で 、 指 先 な ど を 用 い て 蓋 Ｂ を 取 り 外 す （ 図
４ （ Ｃ ） 矢 印 Ｘ ３ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ４ （ Ｃ ） に 示 す 通 り 、 蓋 Ｂ を 開 け た 後 も 、 容 器 本 体 Ａ （ 凹 溝 １ の 内 側 壁 １ １ と 開 口 部
Ａ １ の 内 壁 面 Ａ １ １ ） 及 び 蓋 Ｂ （ 第 一 嵌 合 壁 ４ 、 第 二 嵌 合 壁 ５ ） は 、 破 断 せ ず に そ の ま ま
保 存 さ れ て い る た め 、 リ キ ャ ッ プ が 可 能 で あ る 。 ま た 、 折 り 曲 げ 部 位 ２ は 、 切 れ 目 を 入 れ
て 破 断 さ せ た た め 、 押 し 下 げ ら れ た 状 態 の ま ま 元 に 戻 ら な い 。 従 っ て 、 不 正 開 封 を 外 観 か
ら 容 易 に 判 別 で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 本 発 明 に 係 る プ ラ ス チ ッ ク 容 器 は 、 食 品 容 器 と し て 用 い る こ と が で き る ほ か 、 容 器 の 中
に 内 容 物 を 収 容 し て 販 売 な ど す る 商 品 に 、 広 く 用 い る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る プ ラ ス チ ッ ク 容 器 の 断 面 模 式 図 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に 係 る プ ラ ス チ ッ ク 容 器 の 外 観 斜 視 模 式 図 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に 係 る 容 器 本 体 Ａ の 上 方 視 模 式 図 。
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【 図 ４ 】 折 り 曲 げ 部 位 ２ を 押 し 下 げ て 、 蓋 Ｂ を 開 く 過 程 を 示 す 模 式 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
１ 　 　 　 凹 溝
１ １ 　 　 内 側 壁
２ 　 　 　 折 り 曲 げ 部 位
３ 　 　 　 周 端 部
４ 　 　 　 第 一 嵌 合 壁
５ 　 　 　 第 二 嵌 合 壁
Ａ 　 　 　 容 器 本 体
Ａ １ 　 　 開 口 部
Ａ １ １ 　 内 壁 面
Ａ ２ 　 　 フ ラ ン ジ 部
Ｂ 　 　 　 蓋
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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